On Syntactical Ambiguity (2) : Varieties of Ambiguity of English Expressions IV by 中野 清治
一 論文 - 高岡短期大学紀要 第6巻 平成 7年 3月
Bull･Taka oka Natio n al College , Vol.6, M a rch 1 995
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辛
前稿にお い て , 英語表現 の 文レ ベ ル で の 暖昧さを, 多義構文, 前置詞句付加, 疑問詞 の 機能の
三 つ の 面から考察して み た｡ 英語 の 統語上の 暖昧さは , 上記に加 えて , 他 の 様々 な要因に よ っ て
引き起こされる ｡ たとえば , 数量詞 や否定辞の作用域と焦点, 数量詞 同志ある い は数量詞と否定
辞と の相互作用 , 比較表現に おける比較対象の 暖味さ等が そう した要因として挙げられる ｡ さら
に , 文中 の語 が関係詞か接続詞かと いう問題 もある ｡ 本稿で は , そうした 要素を含んだ文 の 暖 昧
さを , 再 び文の レ ベ ル で検討して み る ｡
キ ー ワ ー ド
暖昧(悼), 数量言札 作 脚乳 比較表硯 , 痕跡 , 優先読み , 否定表札 関係
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5 数 量 詞
数量詞s o m eは(a)不 定の 数量を表す基本的
な用法 と , (b)he adw o rdで ある N に属 する 集
合の ある部分を表す量記号的な用法とがある ｡
(59) So me pe ople a r e sick.
(a)病気 の 人が何人 か い る ｡ [ 発音は[s m]]
(b)ある種の 人 たちは具合が悪 い ｡
(60) I w a nt s o m e ap ples.
(a) りん ごを い く つ か欲 しい ｡





















少年が 同 じ話を 一 緒 に な っ て 話 してく
れ た ｡
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数量詞の つ い たNPが表す集合の各メ ン バ ー
に対応 して , その 数量詞の作用を受ける不定
の N Pが異な っ た指示物 をあら わ すと い う解
釈が 可能なの で , 暖昧性が生じる ｡ 上 記の 文
は
,
s o m eの 作用域 に 含 ま れ る も の [ ( )内
に示す] に応 じて , 三通りの 読み が可能 で あ
る (太田 :53, 村木 ･ 斎藤 :15 6)｡
(a)t he boys, m e, s o m e(told, a sto ry)
(b)t he boys, m e, a story, s o m e(told)
(c)the boys, m e, a sto ry, told,
s o m e( )
別々 の 話 を皆が異口 同音に 話す こ とは不可
能なの で(d)は不可 で ある ｡
･(d)the boys, m e, told, s o m e(a story)
また(61)を受動態にすると , a sto ry は s o m e
(all, fiv e) の 作用を受け か ､の で , ｢ 同じ
一
つ の 話｣ と いう意味に しか とれな い ｡
cf. A sto ry w a stold m eby s o m e(all,
fiv e) ofthe boys.
異な っ た数量詞が重複 して 用 い ら れると ,
特定性や作用城がか らん で きて , 暖昧性を生
じる ｡
(62) I told t hr ee of t he sto ries to m a ny
of the m e n.
(a) 同じ三 つ の 話を同 じグル ー プ の 多くの
人 に した ｡ [両方とも特定]
(b) 特定の 三 つ の 話を多くの 人[不特定]
に した ｡
(63)I Itold m a ny of the m en thr ee ofthe
sto rie s.
(a) 同じ三 つ の 話を同じ グル ー プ の 多くの
人に した ｡ [両方とも特定 :(62a)に 同
じ]
(b) 特定の グル ー プ の多くの 人 に , ( 組み
合わせが異 なる) 三 つ の話 をした ｡
二 つ の 数量詞のう ち , 左側 に位置する 数量
詞 を含むN Pが ｢ 特定の 人, も の｣ を表す ｡
上記 二 つ の例文は与格交替変形を適用する前
後 で意味が変わる こ と を示 して い る ｡ ( 村木
･
斎藤 :1 57)｡
(64) Ev e ry m an lov e s s o m e,w o m a n･
(a) Fo r e v e ry m an, t he re is s o m e
w o m an su ch that he lo v e sher.
(すべ て の 男性 はだ れ か ある女性 を愛 す
る)
(b) T he reis s o m e w o m a nw ho e v e ry
m a nloves .
( すべ て の 男が愛するような女性が い る)
Ev ery m a nの 作用域の 中 に s om e w o m a n
が含 まれ る と解釈すれば(a)の 意味 に , s om e
w o m a nの 作用域 の 中 に ev ery m a Ⅲが含 ま
れ ると解釈すれ ば(b)の 意味 になる ｡ (64)は(a)の
意味 に解され るの が普通で あるが , 受動態 に
なると(b)の 読みが普通で ある (太田 : 70,81)0
Cf. So m e w o m a nis lo v ed by e v e ry m a n･
数量詞を含む表現 は集合的読み(Collectiv e
re ading) と個別的読み(Individu al r e ading)
も しくは配分的読み (D istributiv e re ading)
が可能なため , 暖昧さが生 じる ｡
(65)T he thre e students c o uld lift the desk.
(a) T he thr e e students togethe r c o uld
lift the desk.
(b) Ea ch ofthe t hr ee stude nts c o111d lift
the de sk.
(66) T hr ee stude nts c o uld lift the de sk.
(a) A gro up of thr ee stude nts c o uld lift.
the desk,
(b) T her e w e rethr ee students who c o血d
lifthe de sk.
(67) A llof the boys c a rried the pia n o
upstairs.
(a) 皆が協力して ピア ノ を 2階に 運 ん だ ｡
(b) 一 人 一 人が単独で 運ん だ ｡
(68) Fiv e r ab bits w a shed a r o ck.
(a) 5 匹のう さぎが [2-3,1-4,2-2-1 の組 み
合わせ で ] 一 つ の石を洗 っ た ｡
(b) 5 匹のう さ ぎが それ ぞれ石を洗 っ た ｡
(68a) に つ い て 安井 (32 1) は v agu eな
( 漠然と して い る)だけで あ っ て , a mbigu o u s
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で はな い と して い る ｡ い ずれ に して も(68)は集
合読み と個別読み が可能で , その 限りで は暖
昧で あると い う こ とは で きる ｡
数量詞 を含 む文 の 受動態 は `the m e' と
`
rhe m e' の 関係 が変 わ る の で , そ の 意味 は
元の 文と異なる ｡
(69Xa)Ev e ry m e mber spe aks tw ola ngu ages.
会員はみ ん な 2か 国語を話す ｡ [ 2 か
国語は い ろ い ろ な組み合わせが可能]
(b)Tw ola Ⅲgu age s a respoken by e v e ry
m e mbe r.
す べ て の 会員が話 せ る 言葉が 2 か 国語
ある ｡ [特定の 二 つ の 言語]
(7 0Xa)M any pe ople r e ad fe w bo oks .
- T he re a r e m a ny pe ople who re ad fe w
bo oks .
(b)Fe w bo oks are re ad by m a ny pe ople.
- T he re a r ef wbo oks which a r e re ad
by m a ny pe ople.
主題 に なるもの は特定の もの で あるから ,
態の 変換 に よ っ て 主語 ( 主題) が変わると い
う こ とは , その 文の 意味に差異が生 じて くる
と い う こ とに なる ｡ 本節の 数量詞表現と は直
接的に関係があるわ けで は な い が , 次の よう
に話者評言副詞を含む文を比較すれ ば , 受動
変形に よ っ て 意味が変わる こ と は , 容易 に理
解で きる であろ う ｡
州 a)T he do cto r cle verly ha s e x a min ed
Johrl.
医者 は 賢明 に も J を診 察 し た ｡ (The
do cto ris cle v e r.)
(b) John cle v e rly ha sbe e n e x a min ed by
the do cto r.
Jが医者 に診て もら っ たの は賢明だ っ た｡
(John is cleve r.)
6 比較表現
同等比 較 表現 の 否定 < n ot so - a s> は ,
前提が暖昧で ある ｡
(7 2) M a ry is n ot s o olda sJohn .
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(a) M a ryis not a s olda sJohn.
(b) M ary is n ot s o olda sJohn.
(a)は無標の 読み で あ っ て/n otに 強勢が 置
か れ , M a ry が 4 歳 , John が 6歳 の よう な
場合に も , また M a ry が82歳 , John が85歳
の よ う な 場 合 に も用 い ら れ る ｡ つ まり ,
` M a ry is olc【. John is old
' を前提 と し
て は い な い ｡ (b)Lま ` M a ry is old. John is
old
' を前提と した解釈で , s o に強勢 が置か
れ る (太田 :444)｡
上記の よう な違 い に より次の よう な相違が
生 じる ｡
(73Xa)Little M a ry is n ot as tall a s a
p ygm y･
* (b)Litt]e M a ry is n ot s o tall a s a
p ygm y･
(73b)が 非文なの は a pygm y が tall であ
ると いう前提がお か し い か らで ある ｡
(74) John kn o w s akinde r pe rson tha □
B ill.
(a)Billm ay be kind but John kn o w s a
pe rs o n who is kinder.
( Jは B よりもも っ と 親切な人を知 っ て
い る)
(b)John kn o w s akinde r pe rs o ntha n
B illdo e s.
( Jは B が知 っ て い る 人よ りもも っ と親
切な人を知 っ て い る)
(75) He lo･v e st he dog m o r etha nhis wife.
(a)He lo v esthedog m ore tha n he lo v e s
his w :..fe.
(b)He 1()Ye sthedog m o r etha n his wife
love s the dog.
㈹原文の his wife の 代 わり に 代名詞を使
う ならば , (a)の 場合 は her, (b)の 場合 は she
を用 い て 区別できるが , he rを用 い た場合 ,
(b)の 意味を表す こ と も で きる の で (than の
後 で は she よりも he rが好 まれ る), 必 ず し
も区別が容易と いう わけで はな い ｡
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(76) I kn o w m ore attr a ctiv e w o m e ntha n
An nie.
(a) I kn o w agr e ater n u mbe r of at-
tr a ctiv e w o m e ntha n(the n u mbe r of)
attr a ctiv e w o m e nAn rlie kll O W S,
[ m o re- * m o r e m a ny]
(b) I kn o w w o m e n who a re m o re at-
tr a ctiv etha Ⅲ An nie(is)(attr a ctiv e).
[m o re- Degre e adv e rb]
(77) I expe cted n ot hiⅢg les stha n a cyn-
ic al r e m a rk.
(a) 皮肉ぐら い は言われ るだ ろうと覚悟 し
て い た ｡ [nothing - A dv . les s- N . ]
(b) まさか皮肉を言われようとは思わなか っ
た ｡ [n ot hing - Pr o n. les s- A dv .]
c o上)
4
(s v. les s) によ れば , 現在で は(a)の
方が普通の 意味で ある (田桐 :281)｡
否定語と比較級が組み合わさ っ た上記の よ
うな文は英語学習者泣かせ で あり, どう して
その よう な意味 になるの か論理的に考えて み




な どと称 して 丸暗記 して しまう こ とに なる ｡
(77)な どはまさ に その 類 で , さすが の OE Dも
｢n othing が副詞 なの か 不定代名詞 なの か を
述 べ る こと は しばしば不可能で ある｣ と匙を
投 げて い る ｡ た だ し , 同書 は
"
T he co mbi-
n ation n oth1
'
ng jes stha n ha stw o quite
c o ntr a ry se n s e s
" と 明確 に 述べ , 同 じ例文
を挙 げて い る わけで は な い が , (a)は
`
quite
equ al to, the s a m ething a s
' の 意味 , (b)
は `fa rfr om being, a nything r athertha n
'
の 意味だ と説明して い る (s v. le s s :A . Ⅱ .
7 . b. , B . 3 . )｡
最上級を用 い た表現 に お い て は , 比 較の対
象が暖昧で あ っ たり , m o st が 強意詞と して
用 い られたりす る こ とが ある の で , 暖昧さ を
生 み出す ｡
(78) T he rioting w a s n ot the w o r st in Ne w
Jer s ey .
(a) T he rioting w a s not the w o rst in
Ne w Je rs ey ; it w a s w ors e in Ne w
Yo rk.
(暴動が 一 番 ひ どか っ たの はN J ではなか
っ た)
(b) T he rioting w a s n ot t he w orst in
Ne w Je rs ey s histo ry.
ヽ
(その暴動はN J史上 最悪の もの で はなか
っ た)
(79) T his flo w e ris m o st be a utiful.
(a) T his flo w e ris the m ost be a utiful
(of all).
(b) T his flo w e ris v e ry be a utiful.
[m o st - v ery :Irlte n Sifie r]
如) Of all t he pe ople in the cla s s, John
gr eeted Ma ry the m o st w a r mly･
(a) John gre eted Ma ry m o r e w a r mly
tha n t he re st of t he pe ople in t he
cla ssdid.[原文のJohn に 強勢 を置 い た
場合]
(b) John gre eted Ma ry m o re w a r mly
tha n he did the rest of the pe ople in
the cla s s. [ 原文の M a ry に 強勢を 置 い
た場合]
(80)は(81)か ら (of-phr a s e) を前置する こ と
によ っ て 得られ るもの だが , 如)に は(80b)の
意味しかな い ｡
(81) John gre eted Ma ry t he m o st w ar mly
of all the pe ople in the cla ss･
と こ ろ が , (81)を受動変形 した(82)に は(80a)
の 意味 しか な い (村木 ･ 斎藤 :190f.)｡
(82) M a ry w a sgr eeted by John the m o st
w a r mly of allthe pe ople in t he cla ss･
7 関係詞か接続詞か
い わ ゆる `It . ‥ that
'
の構文でも, 異な っ




s the w o m a nthat[who]cle a n sthe
ho u s e.
Synta ctic al A m biguity に つ い て (2)
(a) そ れは家を掃除して くれる女で す｡





s that?" に 答える 文 で ,
限定節を含む文と解釈する ｡ Itは前方照応 の
代名詞で あり, ho u s eに強勢を置く ｡ (83 b)
は例えば ,
"
W ho cle a n s the ho u s e
,
the
m a n o rt he w o m a n? ' ' に 答 え る 文 で ,
w o m a nに 強勢を置く分裂文で ある ｡
(84) It frigh te n ed t he child tha Ro s s
w a nted to visit the lab.
(a) T hat Ro ss w allted to visit the lab
frighte n edthe child.[Clefta n alysis]
(b) T he child, w ho m Ro s s w a nted to
visit t he lab
,
w a sfrightened by X .
(c) To visit the lab frighte n ed t he
child tha Ro ss w a nted.[Cleft a n al-
ysis]
(84b) の Ⅹ は談話の 中 で 焦点と な っ て い
る事柄で あり , 関係詞繰上 げ変形に よ る痕跡
が w a nted の後に あるとす る解釈 で ある ｡
(84c) の 解釈は理 論的に は可 能だが , こ の 読
み に は抵抗がある と い われ て い る (H irst :
14 7)｡
(85) Ma ry believed the r u m o u rthat John
had sta rted.
(a) M はJが言 い 出した噂を信じた ｡
[that - Relative pro n o u n]
(b) M はJが出発 したと い う噂を信 じた ｡














the r u m o u I, Of it S
- - ---_-_
J. had sta rted
(86) T ho se a r ethe boys that the polic e
debated abo tlt fighting.
(a) T he police debated (a m o ng the m-
s elves) abo ut fightiⅢg the boys,
(b) T h∈･ police debated with the boys
o n tht∋ toplC Offighting.
(86)の 関係詞節内に痕跡と して 関係詞が入り
得るギ ャ ッ プは次の こ か所 で ある ｡
T ho s e ‡1r ethe boys that the polic e
debated△ abo utfighting△ .
`Debate
'
は次の 二 つ の構 造を とる が , (b)
よりは(a)の 方の構造を好 んで 取る傾向がある
の で , 上記の ｢警察が自分たちの 相手と して
闘う ことを論じあっ たの はあの 少年たち だ｣
と い う(a)の 読み が 一 般的で ある(H irst:156)｡
(a)[Age nt debate abo ut Obje ct]
(b)[Age Ⅲt debate Patie nt abo ut
O bj(さCt]
関係詞節が含まれな い(87)に つ い て も同様の
こ とが言える ｡
(87) W hich boys did the polic e debate △
abo ut fighting △?
これ に 対 して ` w a r n' は 下 記の(a)の 構 造
を好ん で取る動詞なの で , (88)は暖味な文で は
あるが , どちらがよ り 一 般的な意味かは明確
で ある ｡
(a) [Ag(m t w a r nPatie nt abo ut
Obje ct]
70 中 野 清 治
(b) [Age nt w a r n abo ut O bje ct]
(88) T ho s e a r ethe boys that the polic e
w ar ned abo ut figh ting.
(86)-(88)で動詞が好ん で取る構造 (Le xic al
prefer e n c e) に つ い て 触れ たが , その こ と と
幾分関係の ある最終予期項(Fin al Expe cted
Argu m e nt) に つ い て 一 言して お き た い ｡ そ
れ は
, 異な っ た動詞が同 じ構造 ( 型) で用 い
られた ときに , 誤 っ て 解釈するの を避けるの
に役立つ か らで ある ｡
(89) T he to u rists obje cted to the guide
that they c o uldn
'
t he a r.
( [Agent obje ct to Patie nt]が好ん で
用 い られ る型)
(90) The to u rists sign aled to the guide
that they c o uldn
'
t he a r.
( [Age nt sign al Patient M es s age]が
好ん で用 い られ る型)
(89)で はguideが最終項で ある 故 , that 以【F
L
は関係詞節と解釈され る の で ある が , 如)で は
guide は最終項 で は な い の で , that以
IFLは 文
の 補文と解釈 しなければならな い ｡ とは い っ
て も , 次の例 の よう にLe xic al pr efe re n ceで
事が すべ て解決するわけで はな い ｡




Le xic al prefer e n c e( 今の 場合 , [sign al
patie nt Mes s age]の 型) で 読む こ とがう ま
く い か な い と き , 読 み 手 はSynta ctic al
pr efe re n ceの 手順を援用する こと に なる で あ
ろう ｡ (91)の < that一節 > は補文 で は な く , 関
係詞節と取ら ざるを得ない の である ｡
語の 文法横能を語順に頼ら ざるを得な い 英
請 で は , こ の ような再解釈な い し再分析 を余
儀なくさ れる文に出くわす こと はままある こ
と で ある ｡ (91) の よう な文 は `Ga rde n-path
s e nte n c e
'
(袋小路文) と呼 ば れ , 人 を迷わ
せ る 文で はある が , 暖昧で は な い ｡
(92Xa)T he c otto n clothing is m ade fr o m
c o m e sfr o m M is siss lp pl.
(b) T he ho r s e r a ced pa st the bar nfell.
最後 に語類範暗が暖昧で ある ため に , そ の
語を含 む文が構造的に 暖昧 になる例を挙げて
お こう ｡
(93) T he Japa n e sepu sh bottle s up t he
Chin es e.
(a) 日本軍の 大攻勢が 中国軍を抑えこ む ｡
(b) 日本側は中国側に酒を押 し つ ける ｡ (?)
8 否 定表現
否定辞を含む文は , その 作用域及び焦点を
特定する段 階で 暖昧性が生じ , さ ら に数量詞
や 頻度の 副詞が否定文中に用 い られる と意味
解釈が著 しく複雑 にな っ て くる ｡ こ の 問題を
余すと こ ろなく扱 っ て い る の は太田 (1980)
で , 以 下 の例文も大半は同書か ら借用 したも
の で ある ｡
8.1 n ot の作用域
(94) John didn
'
t s e e a misprint.
(a) Jが見逃 した誤植が
一 つ あ っ た ｡
[a misprintはspe cific]
(b) Jに は誤植が見つ からなか っ た ｡
[a misprintは Ⅲo Ⅲ-specific]
仮 に上記 の英文が肯定文で あ っ て も, 目的
語に な っ て い る不定N Pは 二 様 に解せ られ る
の で , こ の N Pは否定辞 の 作用を受けて い な
い と考えられる ｡
(95)Fr eddo e sn
'
t w rite po etryin the ga rden .
上記の 下線部は n otの 作用域の 中に あり ,
それ ら を い ずれも焦点と して not に連合させ
る こ とが で きる ｡ もち ろ ん , こ の 連合がすべ
て 等 しく普通に 用い られ るわ けで はな い が ,
い ま仮 に Fr edが焦点に な っ て い る とすれ ば,
次の 二 様に 解せ ら れる で あろう ｡
(a) Itisll
'
t Fr ed w ho w rites po etry in
the ga rde n.
(b) It is Fr ed who do e s n
'
t w rite po etry
Synta ctic al Am biguity に つ い て (2)
in the ga rde n.
(a)は
"
W ho w rite spo etry in the ga rde n?
"
と いう問 い を想定するよう な場面 で の 発言で





t w rite po etry in t he ga rde Ⅲ?
"
と い
う問 い に対する応答で 否定は前提 に含まれ る
(太田 :2 52)｡
8.2 No N P
(96) I willa c cept n o r epris als .
(a) I willa c cept there being n o repris-
als.
(報復 なしで よ ろ し い)
(b) I w o n7t a c c ept a ny repris als .
(どん な報復も受け入 れ な い)
(97) No new s is go od n e w s.
(a) 便りの な い の が 良い たより ｡
(b) どの 便り (ニ ュ ー ス) もよく な い ｡
(98) John would be happ ywithn ojob.
(a) John w o uld be happ ywitho ut a ny
job. - John ‥ . hap py if he had no
job. - W ithno job, John w o uldbe
hap p y.
(b) John w o uldn
'
t be hap p ywitha ny
job.
- With no job w o uld John be
hap py.
(96ト(98)の(a)は構成素否定で noの 作 用は N P
内部に と どま っ て お り , (b)は文否定 で , 杏
定辞n oの 作f削ま文全体 に及 ん で い る ｡ < No
N P >を含 む文を後者 の よう に 文否定 と して
解釈する こ とが保証される の は , < no N P>
が文の 述語の 関数構造に 関与するときで , 関
数構造に 関与 しな い 場合 に は必ず しも文否定
の 解釈に はなら な い (太田 :368)｡
以下 の 4例は い ずれも構成素否定で , < no
NP >を含む文で も暖昧さが な い ｡ 理 由は ,
n oが字義通りの 数量詞 で なく , 比喰的 ･ 慣
用 的に用 い られて い る か ら で あろう ｡
(99Xa) He'll be ba ck in no tim e.
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(b) To n opu rpo seTo m be at his wife.
(c) I bo ught it for nothing.
(d) He stops at nothing.
(何もひるまな い , 平気で 何で もする)
8.3 Not｢1ing
(100) Nothing agr ee s withm e bette r than
oyste rs.
(a) Ea l二ing nothing agre es with m e
bette rt ha n e atl ng Oyste rs.
(b) Oy:ste rs agre e withm ebetter tha n
a ny ()the rfo od.
(a)が構成素否定で , (b)が文否定で あるが ,
い ずれ に解釈するか は文脈による ｡
(101) I e xp.≡cted n othingle s st ha n a cyn lC al




t s olv e o n e of the pr ob-
1e m s .
(a) Jは問題のうち 一 つ を解か なか っ た ｡
(b) Jは問題のうち 一 つ さ えも解か なか っ
た ｡ l二one に 強勢]
(103) Ididn
'
t s olv et hre e oft he problem s .
(a) 解 い た 問題はた っ た三 つ で はな い ｡ (I
didn 't solve three of the pr oble m s. I
s olved all6f the m .)
(b) 問題を三 つ も解かなか っ た ｡(I didn
'
t
s olv et hree ofthe pr oble m s. In fa ct I
s olved no n e.)
問題を解 い た こと 自体で は なく , 解 い た問
題の 数を否定 して おり , しかも数詞が否定尺
度 に解され る場合と肯定尺度 に解され る場合
とがある ｡ これ は , 会話の 含意が 関わ る問題
で
, 太田が詳 しく論 じて い るの で 同書 に譲る
(378ff_)o
8.5 否定辞+m a ny
(104) T he ta rget w a sn
'
t hit by m a ny of
the a rr() w s.
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(a) 的に 当た っ た失はあまり多くなか っ た ｡
[m anyがn ot の作用域 にある]
(b) 矢の 多くは的に当た らなか っ た ｡
[n otが m a nyの 作用域 にある]
(104)の 能動態 は(105b)で はなく , (105a)で ある と
し かナればなら な い ｡ なぜ な ら , 受動態 の
notと m a nyの 位置の左右関係は(105b)と で は な
く(105a)と対応して お り , よ っ て , 否定辞 と
m a nyの 作用域も対応する こ と に なる か ら で
ある ｡ し か し こ の 点に 関 して は異論 もある
(太田 :357f.)｡
(105)(a) N ot m any of the a rr o w shit the
ta rget.




(106)(a) I told m a Ⅲy of the m e n n oe of
the sto rie s.
(その 物語を ひと つ も話 して や らなか っ
た人がたくさ ん い る)[構成素否定]
(b) I toldn o n e ofthe storie sto m ally
ofthe m e n.
(大勢の 人に話 した話 は 一 つ もな い)
[文否定]
(107) I hav e n
'
t re ad a s m a ny a s fiv ebo oks ,
(a) 5冊もの 本は読ん で い ない ｡ [より普
通の読み]
(b) 読まなか っ た本が5冊もある ｡
(106)は(63)で 見た よう に与格交替変形(D ativ e
shift) 適用以後 の 派生句構造 で 意味解釈 を
行 わな けれ ば な ら な い 例 を示す もの で あり
(村木･ 斎藤 :154),(107)は8.4で す で に類似 の
例を扱 っ た ｡
8.6 否定辞+all
(108) A llm e n a re n ot wis e.
(a) すべ て の 人 は賢くな い ｡
[allは c olle ctiv e; V P否定]
(b) すべ て の 人が 賢い わけ で は な い ｡
[all はdistributiv e; 文否定]
( - Not allm e n a r e wis e. - Itis n ot
(the c a s e)that allm e n a re wise,)
(109) John c o uldn
'
t s olv e allof the prob-
le m s.
(a) 全部の 問題が解けなか っ た ｡
(b) 問題を全部解けた わけ で は な い ｡
8,7 否定辞+a ny
(110) He do e s n
'
t le nd his m oney to a ny-
body.
(a) 誰に も金を貸さ な い ｡
[[1end his m o n ey to s o m ebody]と
いうV Pの 否定]
(b) 誰に でも金を貸すわけで は な い ｡
[ [he le nds his m o n ey to a nybody]
(誰に で も金を貸す)と い うSを否定]
次の 二 例は否定辞を含まな い が , any が 疑
念を含意する節と共起する とき, 暖昧さが生
じる例で ある ｡
(111) Ca n a nybody s wim t he chan nel?
(a) その 海峡を誰か泳げるもの は い るか ｡
(b) その 海峡は誰 でも泳げるか ｡
(112) Ifa nybody c an swim the cha n n el, I
c a ndo it.
(a) 誰か 泳げる者が い れ ば , それ は私だ ｡
(b) 誰で も泳げる の なら , 私も泳げる ｡
< Any N >は , ｢Nの 任意の メ ン バ
ー ｣ な
い しは ｢任意の 数量の N｣ を意味 し, そ の 指
示物の 存在は保証さ れ な い ｡ (太田 :31 5)｡
8.8 否定辞+P P
(113) He ha s n
'
t liv ed the refo rthre eye ars .
(a) そこ に住ん で か らまだ3年にならな い ｡
[ v p[ha s liv ed the re fo r thre e
ye a r s]の 否 定 ｡
"
fo rthr eeye a rs
"
の
fo rは省略で きる ｡ こ の P P はV P- V P
p p の P P である]
(b) そこ に住まなくな っ て から3年に なる ｡
[so [he ha s n
'
t liv ed there] ( 否定文)
の 継続期間が 3年だと い っ て い る の で あ
り ,
"
fo rthr e eye ars
" は So - So P P
Synta ctic al A m biguity に つ い て (2)
のP P に当たり , 否定を含 ん だ文全体 に
か か る]
(113)のP Pは時間幅を表す もの で ある が , 空
間幅 (距離) をあら わ すP Pも否定辞と 共起
して 同様の 現象を呈する ｡
(114) He didn
'
t w alk fo r te n mils.
(a) 1 0マ イ ル は歩かなか っ た ｡ (8 , 9 マ イ
ル は歩 い たかもしれ な い が)｡
(b) 旅行中10マ イ ル の あ い だは歩かなか っ
た (残りは歩 い たが)｡
(115) John didn
'
t sle ep u ntilm idnight.
(a) 真夜中まで ずっ と眠 っ て い たわ けで は
な い ｡




N ot u ntilmidnight didJohn sle ep.)
(116) He didn
'
t liste n to yo u o npu rpos e.
(a) It w a s n ot o n pu rpo s ethat he lis-
te n ed to yo u.
(b) It w a s o npu rpo sethat he didn
'
t
liste nto yo u.
以上 , (a)はP Pが notの 作用域内に , (b)は作
用域の 外 に ある と いう読み によ っ て 暖昧性が
生 じる こ とを見てきた , た だ し, (a)の 読み で
は , P Pは否定辞□otの 焦点になる の で , 文尾
で上 昇調に なる 傾向がある ｡
(117) He didn
'
t t hr o w up hisjob(in o rder)
to ple a sehis wife.
(a) Itw a s n ot(in orde r)to ple a sehis
wife that he t hre w up hisjob.
(b) It w a s(in o rder) to ple a sehis
wife t hat he didn't thro w up hisjob.
(118) I didn
'
t go be ca u seI w a s afr aid.
(a) こ わ い か ら行 っ たの で は な い ｡
[S否定 ;V P- V P P]
(b) こ わ い から行か なか っ た ｡
[v p否定 ;So - So P P]
(118)の 樹形図 を中島 (下 : 78) に よ っ て 示
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8.9 否定辞+数量詞× 数量詞 (頻度副詞)
項度副詞も - 種の 数量詞 と見 なし , 二 つ の
数量詞が否定辞 と共起する際の , 三者の 相対
的作用域の か らみ合 い に よる複雑な意味解釈
を以下 に 例示する ｡
(‖9) Not ∂ユl of
-
the stude nts kn e w m a ny
of the a n s wers .
(a) So m e of the stude nts didn 't kno w
m a ny of the a n s w e rs .
(b) T he re w e re ma ny of the a n s w e rs
that llOt allof t he stude nts kn e w.
(120) M a ny pe ople didn
'
t show up o n
s e v e r al ()cc a sio n s.
(a) On s e v er al o cca sions m a ny pe ople
didn
'
t sho w up.
(b) T he re were m a ny pe ople who didn
'
t
sho w llp On S e v e r al o c c a sio n s.
(121) Not lTlany pe ople sho w ed up o n
s e v e r al c,c c a sio n s.
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(a) On s e v er al o c c a sio n s fe w pe ople
sho w ed up.
(b〕 T he re w e re n
'
t m a ny
､
pe ople who
sho w ed up o n s e v e r al o c c a sio n s.
(122)(a) Not allpe ople a r e alw ays hap py･
- So m epe ople a r e n ot alw ays hap py･
- T he r e a re s o m epe ople who a r e
s o m etim e s u nhap p y.
(b) N ot alw ays are allpe ople happ y･
- T he re a re s o m e o c c a sion s wheII
s o m epe ople a r e u nhap p y･
(c) A llpe ople a renot alw ays hap p y･
- (a)[n otが all にかか るとする読み]
- Nobodyis alw ays happ y. [notが
v pにか かる とする読み]
(123) He u s u ally do esn
'
t spe ak fo r tw o
ho urs.
(a) ふ つ う 2時間し ゃ べ る こと は な い ｡
[u s u ally [doe s n
'
t][spe ak fo rtw o
ho u r s]]
(b) 2時間口をきか な い ことが ふ つ う だ ｡
[u s u ally [do e sn
'
t spe ak] [fo rtw o
hou r s]]
Cf. He do e s n
'
t u s u ally spe ak for tw o
ho u rs. - (123a)[do e s n
'
t u s u ally [spe ak
fo r tw oho u r s]]
確度副詞u s u allyは , n o r m ally, ge n er ally
等と同様 , n ot の右に生 じた と き で もn ot の
作用を受けな い ｡
Ex . T he je w el is n
'





is u s u ally n ot) fo u Ⅲd in
o rdin a ry stor e s･
8.10 否定辞+ (alr e ady′ only′ st=)
(124) He do e s n
'
t lo v eher alr e ady.
(a) もう彼女 を愛 して い な い ｡ (A lre ady
he do e s n
'
t lo v eher .)
(b) もう彼女 を好きに な っ て い る , と い う
こ と は な い ｡ (It
'
s not the c a s ethat
he lo v eshe r alr e ady.)
(124a)で はalr e adyの 作用域 の ほ う が n ot の作
用域よりもひ ろく , 後者が前者に 含まれて い
る解釈 で , その こと は括弧内の パ ラ フ レ
ー ズ
に表れ て い る ｡ (124b)の解釈は , 誰か が
"
He
lov e she r alre ady
" と言 っ た の を受 けて ,
｢おう む返 し｣ に 否定する よう な場合 に 典型
的に用 い られ る だろ う ｡ こ の 場合 , already
が n ot の作用城に含まれ る こ と は文全体を否
定 して い る こ とか ら明らか で ある ｡
(125) John do esn
'
t o nly lo v eM a ry.
(a) John do es n
'
t lo v e only M a ry.
[M a nyに 強勢を置き , 上 昇調]
(b) John do e s n
'
t o nly lo v e M a ry. He
als o re spe cts her, etc .
副詞 o nlyはその 後に来るすべ て の構成素 を
焦点とする こ とが で きる ｡ M a ry に 焦点を置
けば(125a)の解釈を , lo v eに 焦点を置けば(125b)の
解釈をして い る こ と に なる ｡
(126) John is n
'
t he re still.
(a) Jはまだ姿を見せな い ｡ (John ha sn
'
t
be e nhe r e up tilln o w.)
(b) J はもう こ こ に は い な い ｡ (John is n
'
t
he r e any m o r e.)
(126a)の n ot her eは still の作 用域 の 中 に あり
[still[n ot[he re]]],(126b)の still he reは n ot
の 作用域の 中に ある [n ot[still[he re]]]｡
8.11 否定辞+ (a nd′ o ｢)
(127) John a nd B ill didn
'
t go to the sto r e･
(a) EitherJohn didn
'
t go to the sto r e
o r Bill didn
'
t go to the sto re･
(b) Neithe r John n o rBillw e nt to the
sto re.
(127a)の よう に解釈する ば あい に は ,(127)の a nd
に強勢を置き文尾を上 昇調 にして , 等位項の
一 方だけが否定され る と いう意味を明確に す
る ｡ (a)の o rは排中的 , つ まり どちらか 一 方だ
けが真で あ っ て , 両方とも真に なる こ とは な
い と いう意味に解せ られ る ｡ (127b)の 読み の ば
あ い は , a nd に強勢は なく, 文尾も下 降調 で
Synta ctic al A mbiguity に つ い て (2)
ある ｡
(128) I didn't tell John o r Bill tho se
storie s.
(a) 1 didn't tell John tho s e sto ries alld
l didn
'
t tell Billtho s e sto ries.
(b) I didn
'
t tellJohn tho se sto rie s o r
l didn
'




t obey the la w v e ry
ofte n. ( ≠ Ve ry ofte n John didn
'
t
obey the la w .)
(.b) John dis obeyed the la w v e ry ofte n.
( - Very ofte n John dis obeyed
(- didn
'
t obey)the law .)
(129a)の v e ry oftenは notの 作用を受 ける と
する解釈が圧倒的で ある が , (Ⅰ29b)にお い て は ,
v e ry ofte nは 否定 語桑dis obey に 含まilる 否
定の 作用を受けて い な い ｡
9 その他の事例
一 つ の発話に対 して , 音調を含む い わ ゆる
か ぶ せ音素 (Supr a s egm e ntal pho n e m e) を
付与する こと に よ っ て , 様 々 に ニ ュ ア ン ス の
異 なる意味を持たせ る こ とが できる ｡ こ の現
象は統語構造 に , 異な っ た分析を施す こ とに
よ っ て , 多様 な意味をさ ぐ っ て い る本稿の 主
旨と はややずれ る こ とになるが , 一 つ の 言語
事実と して , 二 , 三 の 例 を挙げて おく ｡
(130) W ho a r eyo u c alling, Na n cy?
(a) ナ ン シ ー , 誰を呼ん で い る の ?
(b) 誰 を呼ん で い る の ? ナン シ ー か い ?
Cf, W ho a r eyo u c alling--yo u rha sba nd?
[ 暖昧さ は生 じない]
(131) T he s upe rinte nde ntい s ays the te a ch-
e r(,)is afo ol.
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(a) 校長は , その 教師が思慮の ない や つ だ
と言 っ て い る ｡
(b) そ の 教師は , 校長が思慮の な い 人だ と
言 っ て い る ｡
(132) W o uldyo ulike te a or c offee?
(a) テ ィ ー に しますか , それ とも コ ー ヒ ー
にしますか ｡
(b) お茶か コ ー ヒ ー を召し上が りますか ｡
更に , 意味は 一 義的で あ っ て も , 異な っ た
文化的価値を背負わさ れて い る表現がある こ
とも付言 して おき た い ｡ 例 えば(133)の 類の も
の は , もちろ ん , 本稿の 守備範囲を越えるも
の で ある ｡
(133) A r olling sto n egat he rs no m o ss.
10 結 び
｢ 英語暖昧表現の 諸相｣ と いう副題 が示す
とおり, 暖昧さは語 ･ 句 ･ 文の各 レベ ル に お
い て , 実に 複雑多岐にわ た っ て い る ｡ その こ
と は , 文 の レ ベ ル に限 っ て も, 前稿及び本稿
の 見出しや副見出しを 一 瞥する だけで も十分
窺えると こ ろ で ある ｡ こ の 現象は格語尾を消
失し , 文法機能を専ら語順 に 頼 っ て い る英語
の 特性が しから しめ るもの で あろうか ｡ とも
あれ , 英語の 暖昧表現を できる だけ様 々 な角
度か ら筆者なりに示 して み た つ もりで ある ｡
暖昧さの 分類の 仕方や , 切りとり方 , 視点の
置き方 , そ して 配列の 仕方も , 別の 人が行え
ばまた違 っ たもの となりえた こと で あろう ｡
用例は引用文献から借用 したが , なか んず
く , 中島 ･:1980), 太田 (1980) の 両書 に負
う と こ ろ が多か っ た ｡ とく に後者は , 否定表
現をその 暖昧さを含めて e xhau stiv eに扱 っ て
い る 点で , 他に類を見 ない ｡ 本稿な ど , そ れ
に比 べ れ ば否定表現 の辺 縁をな ぞ っ た に 過ぎ
な い もの で ある ｡
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T his paper, a sin t he pre vio u s o n e(Bu]1etl
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o nal Col]ege, Vol.5),
de als witha mbigu lty Of English o nthe s e nte ntial le v er, which is c a u s ed by diffe re nt
fa cto rs, s u ch a s r ef re ntial s c ope a nd its fo c u s, c o mbin atio n of o n equ a ntifier witha n-
othe r
,
inte r a ctio n of negative s on qu a ntifie rs/ adv e rbs, etc . T her e a re also s entenc es
w he reit is diffic ult to decide whet he rthe c o n n ecto r s u s ed in them a re c o nju n ctio n s o r
r elativ e s.
T his is the la st of m y fo ur se rial pape rsde aling wit hv a rio u s a spe cts of a m bigu lty
of English e xpr es sio n s.
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